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入江研では出芽酵母をモデル系として三種類のプロジェクトを展開しています
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How can we make
yeast cells tell us
about human?

酵母は生命科学の様々な研究領域で、真核生物のモデル系として利用されています。酵母とヒトの共通性を外見から見いだすのは難しいですが、生命
現象の基本的な分子機構は驚くほど保存されています。酵母を研究することにより、真核細胞の基本的な性質について知ることができます。医学部なのに
酵母研究？というと、日本では少し違和感があるかもしれませんが、アメリカやヨーロッパでは、大学だけでなく癌研究所小児病院などにも酵母の研究者が
います。2016年にノーベル医学・生理学賞を受賞した大隅良典先生（東京工業大学）は、酵母を実験材料にして、オートファジーの分子機構を解明しました。
酵母を用いた実験系は、論理的思考をしながら研究をすすめるのにとてもよい系です。ノックアウトを作る〜その表現系を解析する、というような遺伝学的
解析が短い時間で可能です。短期間で多くの実験データを得て、その結果をもとに考えて、また次の実験をする、というふうに実験をすすめることができま
す。実験は、教員がマンツーマンで丁寧に指導します。酵母研究を通じて、サイエンスのおもしろさ、論理的な思考能力、正確な実験手技を是非身につけて
ほしいと思います。
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私たちが明らかにした小胞体ストレス応答シグナルネットワーク
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小胞体ストレス応答を制御するシグナル伝達機構（水野） 小胞融合による新規生体膜形成（須田）




